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平成17年６月24日に提出いたしました第26期（自 平成16年４月１日 至 平成17年３月31日）有価証

券報告書の記載事項の一部において確認が十分でなかったため記載誤りがありましたので、これを訂正す

るため有価証券報告書の訂正報告書を提出するものであります。 

  

第一部 企業情報 

  第２ 事業の状況 

  １ 業績等の概要  

   (１) 業績 

    (２) キャッシュ・フローの状況 

  ７ 財政状態及び経営成績の分析 

   (２) 当事業年度の財政状態の分析   

 第４ 提出会社の状況 

  ４ 株価の推移 

   (１) 最近５年間の事業年度別最高・最低株価 

 第５ 経理の状況 

   ２ 財務諸表等 

   (２) 主な資産及び負債の内容 

   ① 資産の部 

 第６ 提出会社の株式事務の概要 

  

１ 【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】

２ 【訂正事項】
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訂正箇所は  を付して表示しております。 

  

第一部 【企業情報】 
第２ 【事業の状況】 

(１) 業績 

⑦ カラー剤 

（訂正前） 

カラー剤については、近年に見られたヘアカラーを主としたヘアスタイルの流行ならびに市場の定

着によりの市場を拡大させてまいりましたが、その様な状況のもと、市場でも若年層を中心に普及し

たファッションカラー（高明度カラー）に陰りが見えはじめ、一方、中・高年層を中心とした頭髪へ

のダメージが少ないとされるグレイカラー（中・低明度カラー）が注目を集めております。 

   ＜略＞ 

  

（訂正後） 

カラー剤については、近年に見られたヘアカラーを主としたヘアスタイルの流行ならびに市場の定

着により市場を拡大させてまいりましたが、その様な状況のもと、市場でも若年層を中心に普及した

ファッションカラー（高明度カラー）に陰りが見えはじめ、一方、中・高年層を中心とした頭髪への

ダメージが少ないとされるグレイカラー（中・低明度カラー）が注目を集めております。 

   ＜略＞ 

  

(２) キャッシュ・フローの状況 

② 投資活動によるキャッシュ・フロー 

（訂正前） 

投資活動によるキャッシュ・フローは、△468,179千円（前期比291,898千円減）となりました。こ

れは、投資有価証券の売却による収入が107,899千円ありましたが、当期末３月に竣工いたしました

本社新社屋関係等の有形固定資産の取得が359,539千円及び長期性預金の預入れ100,000千円が主な要

因で資金が減少したものであります。 

    ＜略＞ 

  

（訂正後） 

投資活動によるキャッシュ・フローは、△468,179千円（前期比291,898千円減）となりました。こ

れは、投資有価証券の売却による収入51,291千円及び投資有価証券の償還による収入56,608千円あり

ましたが、当期末３月に竣工いたしました本社新社屋関係等の有形固定資産の取得が359,539千円及

び長期性預金の預入れ100,000千円が主な要因で資金が減少したものであります。 

    ＜略＞ 

  

３ 【訂正箇所】

 １ 【業績等の概要】
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(２) 当事業年度の財政状態の分析 

（訂正前） 

当事業年度末の総資産は3,898,579千円（前年比325,990千円増）となりました。 

 流動資産は、現金及び預金が50,804千円、売掛金が54,864千円及び一部販売好調な製品の１ロット

製造量を増加させたことによりたな卸資産が61,816千円増加いたしましたが、設備投資等の支出によ

り有価証券が283,392千円減少したことなどから、1,794,612千円（前期比117,405千円減）となりま

した。 

 固定資産は、主として新社屋の建設により有形固定資産が284,184千円、基幹システムのリニュー

アル等の取得により無形固定資産が36,762千円及び長期性預金100,000千円を預入れたことにより増

加し、2,103,966千円（前期比443,396千円増）となりました。 

 負債の部は、新社屋関係の備品購入等による未払金の増加と未払法人税等の増加により流動負債が

51,985千円増加し、また、役員退職慰労引当金を積み増ししたことで固定負債が56,700千円増加した

ことにより、832,982千円（前期比108,658千円増）となりました。 

 資本の部は、当期利益の計上により3,065,596千円（前期比217,332千円増）となりました。 

  

（訂正後） 

当事業年度末の総資産は3,898,579千円（前年比325,990千円増）となりました。 

 流動資産は、現金及び預金が50,804千円、売掛金が54,864千円及び一部販売好調な製品の１ロット

製造量を増加させたことによりたな卸資産が61,816千円増加いたしましたが、設備投資等の支出によ

り有価証券が283,392千円減少したことなどから、1,794,612千円（前期比117,405千円減）となりま

した。 

 固定資産は、主として新社屋の建設により有形固定資産が284,184千円、基幹システムのリニュー

アル等の取得により無形固定資産が36,762千円及び長期性預金100,000千円を預入れたことにより増

加し、2,103,966千円（前期比443,396千円増）となりました。 

 負債の部は、新社屋関係の備品購入等による未払金の増加と未払法人税等の増加により流動負債が

51,958千円増加し、また、役員退職慰労引当金を積み増ししたことで固定負債が56,700千円増加した

ことにより、832,982千円（前期比108,658千円増）となりました。 

 資本の部は、当期利益の計上により3,065,596千円（前期比217,332千円増）となりました。 

  

 ２ 【財政状態及び経営成績の分析】
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第４ 【提出会社の状況】 

(１) 【最近５年間の事業年度別最高・最低株価】 

（訂正前） 

 
     ＜略＞ 

  

（訂正後） 

 
     ＜略＞ 

  

第５ 【経理の状況】 

(２) 【主な資産及び負債の内容】 

① 資産の部 

イ 現金及び預金 

（訂正前） 

 
  

（訂正後） 

 
  

 
 ４ 【株価の推移】

回次 第22期 第23期 第24期 第25期 第26期

決算年月 平成13年３月 平成14年３月 平成15年３月 平成16年３月 平成17年３月

最高(円) ― ― 412 480 946 

最低(円) ― ― 290 305 433 

回次 第22期 第23期 第24期 第25期 第26期

決算年月 平成13年３月 平成14年３月 平成15年３月 平成16年３月 平成17年３月

最高(円) ― ― 412 490 946 

最低(円) ― ― 290 305 433 

 ２ 【財務諸表等】

区分 金額(千円)

現金 4,425 

預金 
普通預金 126,518 

計 130,944 

合計 130,944 

区分 金額(千円)

現金 4,425 

預金 
普通預金 126,518 

計 126,518 

合計 130,944 
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第６ 【提出会社の株式事務の概要】 

（訂正前） 

 
    ＜略＞ 

  

決算期 ３月31日 

定時株主総会 ６月中 

基準日 ３月31日 

株券の種類 500株券、1,000株券及び10,000株券 

中間配当基準日 ９月30日 

１単元の株式数 500株 

株式の名義書換え  

  取扱場所 大阪市中央区高麗橋２丁目６番10号 
日本証券代行株式会社 大阪支店 

  代理人 東京都中央区日本橋茅場町１丁目２番４号 
日本証券代行株式会社 

  取次所 日本証券代行株式会社 本・支店 

  名義書換手数料 無料 

  新券交付手数料 印紙税相当額 

単元未満株式の買取り  

  取扱場所 大阪市中央区高麗橋２丁目６番10号 
日本証券代行株式会社 大阪支店 

  代理人 東京都中央区日本橋茅場町１丁目２番４号 
日本証券代行株式会社 

  取次所 日本証券代行株式会社 本・支店 

  買取手数料 株式の売買の委託に係る手数料相当額として、別途定める金額 

公告掲載新聞名 日本経済新聞(注) 

株主に対する特典 

年１回、期末(毎年３月31日)現在の株式名簿記載(1,000株以上所有)の株主に対し、
自社製品を下記の基準にて贈呈致します。 
 
 (1) 1,000株以上     7,000円相当の自社製品 
 (2) 2,000株以上     9,500円相当の自社製品 
 (3) 3,000株以上     12,000円相当の自社製品 
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（訂正後） 

 
      ＜略＞ 

決算期 ３月31日 

定時株主総会 ６月中 

基準日 ３月31日 

株券の種類 500株券、1,000株券及び10,000株券 

中間配当基準日 ９月30日 

１単元の株式数 500株 

株式の名義書換え  

  取扱場所 大阪市中央区高麗橋２丁目６番10号 
日本証券代行株式会社 大阪支店 

  代理人 東京都中央区日本橋茅場町１丁目２番４号 
日本証券代行株式会社 

  取次所 日本証券代行株式会社 本・支店 

  名義書換手数料 無料 

  新券交付手数料 印紙税相当額 

単元未満株式の買取り  

  取扱場所 大阪市中央区高麗橋２丁目６番10号 
日本証券代行株式会社 大阪支店 

  代理人 東京都中央区日本橋茅場町１丁目２番４号 
日本証券代行株式会社 

  取次所 日本証券代行株式会社 本・支店 

  買取手数料 株式の売買の委託に係る手数料相当額として、別途定める金額 

公告掲載新聞名 日本経済新聞(注) 

株主に対する特典 

年１回、期末(毎年３月31日)現在の株式名簿記載(500株以上所有)の株主に対し、自
社製品を下記の基準にて贈呈致します。 
 
 (1)   500株以上     4,500円相当の自社製品 
 (2) 1,000株以上     7,000円相当の自社製品 
 (3) 2,000株以上     9,500円相当の自社製品 
 (4) 3,000株以上     12,000円相当の自社製品 
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